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１．実施概要

2025/2/3 1

区民アンケート

• 区民3,000人無作為抽出で調査を実施し、約3割の887票の回収を得ました。
• 1月8日時点の回収票：730票（回収率24.4%）を速報値として、集計を実施しました。

• 区内を運行するバス路線の利用者2,000人を対象に調査を実施し、約2割の428票の回収を得ました。
• 1月8日時点の回収票：408票（回収率20.4％）を速報値として、集計を実施しました。

バス利用者アンケート

調査対象者 区内在住の16～85歳：3,000人

調査方法 郵送配布、郵送及びWEB回収

調査時期
令和6年12月19日（木）～
令和7年1月6日（月）

配布数 3,000枚

回収数 887票 ※1/15時点

回収率 29.6% ※1/15時点

調査対象者 区内の路線バス利用者 2,000人

調査方法
区内及び区内発着のバス路線が運行する鉄道駅前のバス乗り場で調査員が直接配布
(平日1日、9:00～16:00)
郵送及びWEB回収

調査時期 令和6年12月23日(月)～令和7年1月8日(水)

回収数 428票 ※1/15時点

回収率 21.4% ※1/15時点



２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

回答者の属性
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• 男女比は同程度、若者から高齢者まで幅広い年齢層の回答があり、年齢別人口構成と同じ傾向です。
• 区内の各地区からの回答があり、地区別人口構成と同じ傾向です。
• 「日常的に運転していない」「運転免許を持っていない」を合わせると約７割を占めています。

男性, 42.7%

女性, 44.5%

回答しない, 1.6%
無回答, 

11.1%

n=730

１０代, 1.5%
２０代, 

6.7%

３０代, 13.8%

４０代, 

15.2%

５０代, 

19.5%
６０～６４

歳, 9.0%

６５～６９

歳, 9.0%

７０～７４

歳, 7.8%

７５～７９

歳, 8.2%

８０歳以上, 

7.7%
無回答, 

1.5%

n=730

亀有・小菅・

堀切・お花茶

屋地域, 

25.1%

青戸・立石・

四つ木地域, 

17.3%
水元・金町・新宿地

域, 24.9%

柴又・高砂地

域, 14.7%

奥戸・新小岩

地域, 18.1%

n=730

■性別

■年齢

■居住地

運転免許を

持っていて、

日常的に運転

もする, 

28.1%

運転免許を

持っている

が、日常的に

運転はしな

い, 43.7%

運転免許を持っていた

が、返納した, 6.0%

運転免許は

持っていな

い, 21.1%

無回答, 1.1%

n=730

■運転免許の保有
有無と運転状況



２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

公共交通（バス）の利用について

3

• 回答者の約４５％がバスを利用しており、うち８割以上が月１日以上、約３割が週１日以上利用しています。
• バス利用の目的は、「買い物」「通勤・通学」が多く、「通院」「行楽」「その他」も見られます。
• 支払方法は、「ICカード」が８割、シルバーパスが約１５％（７０歳以上の４割が保有）です。

週に５日以上, 

9.2% 週に３～４日

程度, 8.0%

週に１～２日程度, 

11.3%

月に数日程

度, 35.6%

月に１日程

度, 18.7%

年に数日以

下, 17.2%

n=326

日用品の買い

物, 22.1%

その他の買い

物, 14.7%

通院, 12.6%

通勤・通学

（バスで直

接、通勤先、

学校へ）, 

9.8%

通勤・通学

（バスで駅に

行き、通勤

先、学校

へ） , 10.7%

公園・観光地

などの行楽, 

12.6%

区役所・銀行

などの公的手

続き, 1.5%
その他, 

15.0%

無回答, 0.9%

n=326

現金, 2.8%

ICカード

（Suica・PASMO

等 モバイルも含

む）, 80.1%

シルバーパス, 

14.7%
定期券(非

IC), 0.6%

その他の電子決済, 

0.9%

その他, 0.6% 無回答, 0.3%

n=326

■バスの利用頻度

■運賃支払方法

■バス利用目的

利用目的（その他）の主な具体内容
• 天候条件（雨の日や気温など）

• 鉄道駅への移動手段として

• 飲酒を伴う外食

• 習い事や集会活動、交友

• 実家への帰省



２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

公共交通（バス）の利用について
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• バス利用者の満足度が低い項目としては、「定時性」「運行本数」「ルート・行先」となっています。
• 回答者の約５４％がバスを利用しておらず、その理由として、自転車・自家用車で移動できるを除くと、「時刻表
やルートが分かりにくい」「本数が少なく、予定に合わない」が比較的多いです。

57.4%

33.4%

5.9%

8.9%

2.3%

12.5%

2.6%

4.8%

1.5%

5.9%

14.0%

5.1%

15.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

n=392(MA)

運行本数, 

12.9% 運行時間帯, 

6.4%

鉄道との乗り継ぎ, 

2.5%

ルート・行

先, 11.7%

定時性（運行

時間の正確

さ） , 

13.5%

速達性（目的地ま

での速さ）, 1.2%
情報提供（路線・時刻等）, 

3.7%

運賃, 4.9%

バス停環

境 , 9.5%

車内環

境, 4.0%

無回答, 

29.8%

n=730

■利用満足度が低い項目 ■バスを利用しない理由



２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

公共交通（鉄道）の利用について
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• 回答者の８１％が鉄道を利用し、うち９割が月１日以上、約３割が週５日以上利用しています。
• 乗車駅は金町駅・新小岩駅・亀有駅・青砥駅の順に多く、駅までの移動手段は徒歩・自転車・バスの順です。
• 利用目的は通勤・通学が約５割と多いですが、買い物や行楽、通院などにも利用されています。

週に５日以

上, 34.1%

週に３～４日

程度, 12.4%週に１～２日

程度, 16.3%

月に数日程

度, 21.7%

月に１日程

度, 8.6%

年に数日以

下, 6.4%

無回答, 0.5%

n=590

金町駅, 21.0%

亀有駅, 10.0%

新小岩駅, 17.5%

綾瀬駅, 5.3%
小岩駅, 4.1%

青砥駅, 

8.8%

お花茶屋駅, 

5.9%

京成高砂駅, 

7.8%

堀切菖蒲園駅, 

6.3%

京成立石駅, 5.1%

四ツ木駅, 

2.5%

京成金町駅, 

1.5%

柴又駅, 

1.5%

京成小岩駅, 

0.8%

新柴又駅, 

1.0%
その他, 0.2%

無回答, 0.7%

n=590

日用品の買い

物, 7.1%

その他の買い

物, 12.5%

通院, 8.0%

通勤・通学（鉄道で直接、通勤

先、学校へ）, 44.6%

通勤・通学

（鉄道で駅に

行き、通勤

先、学校

へ） , 5.1%

公園・観光地

などの行楽, 

8.8%

区役所・銀行

などの公的手

続き, 0.8% その他, 

10.7%

無回答, 2.4%

n=590

自転車, 

24.1%
自家用車（自

分で運転）, 

0.2%

自家用車（家族

等の送迎）, 

1.4%

バス, 7.1%

タクシー, 

0.2%

徒歩, 66.4%

その他, 

0.3%

無回答, 0.3%

n=590

■鉄道の利用頻度

■鉄道の利用目的

■乗車駅

■鉄道駅までの移動手段



２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

公共交通（タクシー）の利用について
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• 回答者の２３％がタクシーを利用し、うち約６３％が月１日以上、約８％が週１日以上利用しています。
• タクシー利用の目的は、「その他」が約５１％、「通院」が約２３％で多くなっています。
• 利用方法は、「駅前等のタクシー乗り場」「配車アプリ」が約４１％です。

■タクシーの利用頻度

■タクシーの利用方法

■タクシーの利用目的

利用目的（その他）の主な具体内容
• 天候条件（雨の日や気温など）

• 飲酒を伴う外食

• 墓参り

• バスや鉄道を逃した時

• 鉄道駅までの移動



２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

公共交通（タクシー）の利用について
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■タクシーを利用しない理由

• 回答者の約７４％がタクシーを利用しておらず、その理由として、自転車・自家用車・バスで移動できるを除くと、
「運賃が高い」が多いです。



２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

シェアサイクルの利用について
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• 回答者の６％がシェアサイクルを利用し、うち約１２％が週に１日以上利用しています。
• シェアサイクル利用の目的は、「公園・観光地などの行楽」が約３３％で多くなっています。
• 回答者の約９２％がシェアサイクルを利用しておらず、その理由として、自転車・自家用車で移動できるを除くと、
「利用方法がわからないから」が多いです。
■シェアサイクルの利用頻度

日用品の買い

物, 9.5%

その他の買い

物, 16.7%

通院, 2.4%

通勤・通学, 

9.5%

業務中の移

動, 16.7%

公園・観光地

などの行楽, 

33.3%

その他, 

11.9%

n=42

■シェアサイクルを利用しない理由

■シェアサイクルの利用目的



２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

今後の公共交通施策について
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• 公共交通アクセスの強化が必要な個所としては、鉄道駅、医療施設、商業施設の順に多くなっています。
• それらの施設へアクセスする公共交通が利用しやすくなる要素として、「自宅付近から乗車できる」が最も多く、次
いで、「乗り継ぎがない」「本数が多い」「早く行ける」となっています。

鉄道駅, 

19.5%

医療施設, 

14.2%

商業施設, 

12.1%

公共施設, 

8.4%

その他, 

12.9%

分からない, 

25.8%

無回答, 7.3%

n=730

本数が多い, 

12.1%
目的地まで早

く行ける, 

12.1%

途中で乗り継ぎ

がない, 12.2%

路線がきめ細かい, 

4.4%
自宅付近から乗車でき

る, 16.4%

運行区間や時間帯な

どを地域で話し合っ

て運行, 2.3%

その他, 2.7%

分からない, 

16.0%

無回答, 

21.8%

n=730

■公共交通アクセスの強化が必要な個所 ■アクセス強化が必要な個所への公共交通を利用しやすくする要素



• 交通手段ごとの利便性・快適性の向上策としては、バスは「定時性・速達性」、鉄道は「駅周辺の駐輪場」「乗り
継ぎ改善」、タクシーは「変動料金制」「配車アプリの機能拡充」などの意見が比較的多いです。

• 「循環バス導入検討」「情報提供」「運転手不足に対する支援」へのより積極的な取り組みが求められています。

２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

今後の公共交通施策について

10

定時性・速達

性の向上, 

31.5%

バス停の増

設, 11.1%

バス停環境の

整備, 9.9%

バス利用者用

駐輪場の整

備, 7.3%

キャッシュレス決済の

導入・拡大, 4.1%

バリアフリー

化の推進, 

4.9%

その他, 5.3%

分からない, 

20.1%

無回答, 5.8%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=730

駅周辺の駐輪

場の拡充, 

22.1%

快速電車停車

駅の増加, 

11.6%

ほかの交通機関と

の乗り継ぎ改善, 

17.0%

キャッシュレス決済の拡

大, 1.5%

駅の安全対策

強化（ホーム

ドア設置な

ど）, 11.5%

バリアフリー

化の推進, 

6.2%

その他, 

7.3%

分からない, 

16.6%

無回答, 6.3%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=730

配車アプリの

機能拡充, 

14.8%

需要に応じた

変動料金制の

導入, 18.1%

キャッシュレス決済

の拡大, 2.5%

ユニバーサルデザイン

タクシーの増車, 3.0%

乗務員の接客サービ

ス向上, 4.9%

ほかの交通機関と連携

したサービス, 6.0%

その他, 

4.7%

分からない, 

39.2%

無回答, 

6.8%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=730

37.7%

23.4%

23.2%

13.6%

31.6%

33.7%

10.1%

13.8%

9.0%

0.0% 20.0% 40.0%

循環バス導入などの検討

道路や駅前広場の整備に合わせたバス路線検討

ベンチや上屋設置などバス停利用環境の整備

バス利用者用駐輪場の整備

運行情報表示機の設置やわかりやすい路線図の作成などの公共交通に関する情報提供

バス事業者の運転手不足に対する支援

バスの乗り方教室やバス路線図の配布など公共交通の利用促進

分からない

無回答
n=730(MA)

■バスの利便性・快適性向上策 ■鉄道の利便性・快適性向上策 ■タクシーの利便性・快適性向上策

■これまで以上に推進すべき取り組み



30.8%

22.9%

24.9%

33.3%

26.6%

15.5%

23.8%

16.4%

18.5%

9.3%

6.2%

3.6%

25.6%

10.0%

9.5%

17.4%

10.8%

7.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

バスや電車の運行本数を増やす

夜遅くや早朝の公共交通サービスを充実させる

バスが時間通りに運行されるよう走行環境の改善を進める

バスの運行ルートを検討し、利用できる地域を増やす

地下鉄や新たな交通など新規路線の検討を進める

公共交通機関のバリアフリー化をさらに進める

乗り換えがしやすいように、駅やバスターミナルの使いやすさを向上させる

環境負荷の低い公共交通車両（電動バスなど）への転換を進める

車を通さず、歩行者や公共交通機関のみが利用できる街路を作る

バスが運行できない地域で予約制の公共交通サービスを導入する

バスが運行できない地域で住民が主体となって運行までを行う地域内交通を推進…

他人の車に同乗したり、自家用車を使用するサービスの利用を促進する

リアルタイムの交通情報提供システムを強化する

自動運転バスや自動運転タクシーの実用化を推進する

スマートフォンで複数の交通手段を一括して予約・決済できるサービスを導入する

公共交通機関の車内を快適にする（無料Wi-Fi、座席の改善など）

分からない

無回答 n=730(MA)

２．区民アンケート：速報集計

2025/2/3

今後の公共交通施策について
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• 今後の取組の方向性としては、「運行ルート」「運行本数」「新規路線」「定時性」「運行時間帯」などのサービスに
関する意見や、「駅・バスターミナルの使いやすさ」「リアルタイム情報提供」といった利用環境に関する意見が多く挙
げられています。

■今後の取り組みの方向性



男性, 28.7%

女性, 56.1%

回答しない, 

0.7%

無回答, 

14.5%

n=408

１０代, 3.2% ２０代, 2.0%

３０代, 4.7%

４０代, 

6.1%

５０代, 

12.0%

６０～６４

歳, 7.4%

６５～６９

歳, 8.1%７０～７４

歳, 13.7%

７５～７９

歳, 17.4%

８０歳以上, 

24.0%

無回答, 1.5%

n=408

亀有・小菅・堀切・

お花茶屋地域, 

16.2%

青戸・立石・四つ木

地域, 8.6%

水元・金町・

新宿地域, 

21.6%

柴又・高砂地

域, 4.2%

奥戸・新小岩

地域, 15.0%

区外, 34.6%

n=408

運転免許を持っ

ていて、日常的

に運転もする, 

13.2%

運転免許を持っている

が、日常的に運転はしな

い, 28.4%

運転免許を

持っていた

が、返納した, 

21.8%

運転免許は

持っていな

い, 35.0%

無回答, 1.5%

n=408

３．バス利用者アンケート：速報集計

2025/2/3

回答者の属性

12

• 速報集計では9-16時の調査結果ということもあり、高齢女性の回答が比較的多い傾向です。
• 区外居住者が約３５％と最も多く、区内は地区別人口構成と比べて「青戸等」「柴又等」の割合が低いです。
• 「日常的に運転していない」「運転免許を持っていない」を合わせると約８５％を占めています。

■性別

■年齢

■居住地

■運転免許の保有有無と運転状況



日用品の買い

物, 20.8%

その他の買い

物, 7.6%

通院, 

15.9%
通勤・通学

（バスで直

接、通勤先、

学校へ）, 

16.4%

通勤・通学

（バスで駅に

行き、通勤

先、学校

へ）, 9.3%

業務中の移

動 , 3.9%

公園・観光地

などの行楽, 

2.2%

区役所・銀行

などの公的手

続き, 4.7% その他, 

13.5%

無回答, 

5.6%

n=408

バスからバスに

乗り継いで目的

地へ向かう, 

18.1%

バスから鉄道（あるいは鉄道

からバス）に乗り継いで目的

地へ向かう, 23.0%

バスからタクシー

（あるいはタク

シーからバス）に

乗り継いで目的地

へ向かう, 0.5%

バスと自転車

で目的地へ向

かう, 1.5%

バスと徒歩で

目的地へ向か

う, 49.3%

バスとその他の交通を

乗り継いで目的地へ向

かう, 0.7%

無回答, 

6.9%

n=408

３．バス利用者アンケート：速報集計

2025/2/3

当日のバス利用について

13

• ９～１１時台の乗車が多く、約５６％を占めています。
• 利用目的は、「買い物」が３割弱、「通勤・通学」が約２６％、「通院」が約１６％です。
• 約５割が乗り継ぎをしておらず、２割強がバスから鉄道へ、２割弱がバス同士の乗り継ぎをしています。

■バス利用目的6時台, 0.7%

7時台, 2.5%

8時台, 3.2%

9時台, 

21.1%

10時台, 

23.5%
11時台, 

11.3%
12時台, 

5.9%

13時台, 9.3%

14時台, 5.6%

15時台, 1.5%

16時台, 1.0%

17時台, 0.5%

18時台, 0.2%

無回答, 

13.7%

n=408

■バスの乗車時刻

■他の公共交通との乗り継ぎ利用

バスの利用目的（その他）の主な具体内容
• 習い事や集会活動、交友

• 健康維持のための外出

• スポーツジムや体操、ヨガ教室等

• 家族や親戚との食事



片道だけバス

を利用する予

定/利用した, 

13.0%

往復でバスを利用する予

定/利用した, 79.4%

無回答, 

7.6%

n=408

乗りたい時間

に運行する便

がないから, 

17.0% 交通費を抑え

たいから, 

9.4%

行き/帰りは鉄道

を利用するから, 

18.9%
用事の後に時

間を合わせる

のが面倒だか

ら, 7.5%

始発便が走る前/最終便

が行ってしまった後だか

ら, 3.8%

その他, 

35.8%

無回答, 

7.5%

n=53

３．バス利用者アンケート：速報集計

2025/2/3

当日のバス利用について

14

• バスを利用した理由は、「目的地へ行きやすい」「自宅からバス停が近い」 「バス停から目的地まで近い」が多いです。
• 約８割が往復利用であり、片道利用は１３％です。
• 往復利用しない理由としては、「鉄道を利用する」「乗りたい時間
の便がない」という意見が多いです。
■バスを利用した理由

■往復でバスを利用しない理由

鉄道駅に行きやすいから, 9.1%

目的地（鉄道駅以外）に行きやすいから, 

26.0%

自宅からバス停が近いか

ら, 22.5%

バス停から目的

地までが近いか

ら, 19.1%

料金が安いから（東

京都シルバーパスの

利用を含む）, 12.0%

利用したい時間帯にバ

スが来るから, 1.7%

自家用車など、他の

移動手段が使えない

から, 2.2%

その他, 

2.5%
無回答, 

4.9%

n=408

■バスの利用形態



現金, 2.2%

ICカード（Suica・PASMO等

モバイルも含む）, 43.1%シルバーパス, 

45.8%

定期券(非

IC), 2.2%

その他, 1.5%
無回答, 

5.1%

n=408

３．バス利用者アンケート：速報集計

2025/2/3

普段のバス利用について

15

• 「週５日以上」と「週３～４日」がそれぞれ約３割、「週１～２日」が約１７％で、週１日以上の利用を合わせ
ると約７６％を占めています。

• 運賃の支払い方法は、シルバーパスとICカードの利用が多いです。現金は２．２％と非常に少ないです。

■バスの利用頻度 ■運賃の支払い方法

週5日以上, 

29.9%

週に３～４日

程度, 28.9%

週に１～２日程度, 

17.4%

月に数日程

度, 9.8%

月に1日程度, 

6.1%

年に数日以

下, 2.0% 無回答, 

5.9%

n=408



運行本数, 10.8%

運行時間帯, 

6.4%

鉄道との乗り継

ぎ, 2.5%

ルート・行先, 

2.5%

定時性（運行時間

の正確さ） , 

10.8%

速達性（目的地

までの速さ）, 

2.9%

情報提供（路

線・時刻等）, 

1.7%

運賃, 2.7%
バス停環境 , 

4.2%
車内環境, 2.2%

総合的な満足度, 

1.2%

無回答, 52.2%

n=408

３．バス利用者アンケート：速報集計

2025/2/3

現在のバスの満足度について

16

• ５割が満足という評価であり、不満は１割未満と少ないです。
• 満足度が低い項目としては、運行本数、定時性、運行時間帯です。

■バスの総合的な満足度 ■最も満足度が低い項目

とても満足, 

18.6%

やや満足, 

31.4%
どちらでもな

い, 29.9%

やや不満, 

3.7%

とても不満, 

0.5% 無回答, 

15.9%

n=408



３．バス利用者アンケート：速報集計

2025/2/3

今後の公共交通施策について

17

• 公共交通アクセスの強化が必要な個所としては、鉄道駅、医療施設、商業施設の順に多くなっています。
※区民アンケートと同様の傾向ですが、無回答が多くなっています。

• それらの施設へアクセスする公共交通が利用しやすくなる要素として、「本数が多い」が２割と最も多く、次いで、
「早く行ける」「自宅付近から乗車できる」「乗り継ぎがない」となっています。
※区民アンケートでは、「自宅付近から乗車できる」が最も多く、利用者・非利用者の傾向の違いと考えられます。

鉄道駅, 

16.1%

医療施設, 

13.1%

商業施設, 

8.6%

公共施設, 

7.1%その他, 

6.7%

分からない, 

21.3%

無回答, 

27.0%

n=267

本数が多い, 

20.2%

目的地まで早く行け

る, 7.9%

途中で乗り継ぎがな

い, 6.7%

路線がきめ細か

い, 5.2%

自宅付近から乗

車できる, 7.1%

運行区間や時間帯などを

地域で話し合って運行, 

4.5%

その他, 

3.7%

分からない, 

10.1%

無回答, 34.5%

n=267

■公共交通アクセスの強化が必要な個所 ■アクセス強化が必要な個所への公共交通を利用しやすくする要素



３．バス利用者アンケート：速報集計

2025/2/3

今後の公共交通施策について

18

• 「運転手不足に対する支援」 「循環バス導入などの
検討」「情報提供」「バス停利用環境の整備」へのより
積極的な取り組みが求められています。

• 今後の取組の方向性としては、「定時性」「運行ルー
ト」「運行本数」などのサービスに関する意見や、「リア
ルタイム情報提供」「バリアフリー化」「駅・バスターミナ
ルの使いやすさ」といった利用環境に関する意見が多
く挙げられています。

31.8%

13.5%

23.6%

5.2%

26.6%

33.3%

4.5%

2.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0%

循環バス導入などの検討

道路や駅前広場の整備に合わせたバス路線検討

ベンチや上屋設置などバス停利用環境の整備

バス利用者用駐輪場の整備

運行情報表示機の設置やわかりやすい路線図の

作成などの公共交通に関する情報提供

バス事業者の運転手不足に対する支援

バスの乗り方教室やバス路線図の配布など公共

交通の利用促進

分からない

無回答
n=267(MA)

30.7%

18.0%

36.7%

33.0%

13.1%

21.0%

18.7%

12.7%

9.0%

6.4%

4.5%

1.9%

23.2%

7.9%

4.1%

12.7%

10.5%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0%

バスや電車の運行本数を増やす

夜遅くや早朝の公共交通サービスを充実させる

バスが時間通りに運行されるよう走行環境の改善

を進める

バスの運行ルートを検討し、利用できる地域を増

やす

地下鉄や新たな交通など新規路線の検討を進める

公共交通機関のバリアフリー化をさらに進める

乗り換えがしやすいように、駅やバスターミナル

の使いやすさを向上させる

環境負荷の低い公共交通車両（電動バスなど）へ

の転換を進める

車を通さず、歩行者や公共交通機関のみが利用で

きる街路を作る

バスが運行できない地域で予約制の公共交通サー

ビスを導入する

バスが運行できない地域で住民が主体となって運

行までを行う地域内交通を推進する

他人の車に同乗したり、自家用車を使用するサー

ビスの利用を促進する

リアルタイムの交通情報提供システムを強化する

自動運転バスや自動運転タクシーの実用化を推進

する

スマートフォンで複数の交通手段を一括して予

約・決済できるサービスを導入する

公共交通機関の車内を快適にする（無料Wi-Fi、座

席の改善など）

分からない

無回答
n=267(MA)

■今後の取り組みの方向性

■これまで以上に推進すべき取り組み
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